
『読書だ、ワッショイ！祭りもいいけど読書もねっ！』 

～大人の課題 2019 夏～ 

暑い夏も読書があればきっと楽しい！ 

お祭り気分で、どんどん本を読んじゃおう！ 

 

 

〔三島市立図書館〕 

 

01 『未来をつくる図書館―ニューヨークからの報告―』  

菅谷 明子／著  岩波書店  016.25 

上映中のドキュメンタリー映画「ニューヨーク公共図書館」を見ましたか。この本は

2003 年に発行され、図書館は本を借りる所、受験勉強する場所というイメージがまだ残

っていた中、日本の図書館界では話題に。図書館に通って起業、医療情報の提供など、市民

が仕事や生活の上で必要な情報を提供するなど、図書館の可能性を提示され、日本の図書館

も変わろうと試みを始めた。インターネットで調べるから大丈夫というあなた、探している

情報は見つかりましたか。以外に見つからないこともあるのでは。そんな時に図書館を使っ

てみてください。これからの図書館を考えるのに今読んでも古さを感じないのは何故？ 

 

02 『サンタクロースの部屋－子どもと本をめぐって－』 

                松岡 享子／著  こぐま社  019.5 

子どもは好きな絵本を、何回も見るのはなぜ。大人が好きな絵本と子どもが好きな絵本と

どうして違うの。図書館学を学んだという事で図書館に就職した自分は、働き始めても解ら

ないことばかり。児童サービスも手探りの中この本に出合った。サンタクロースなど目に見

えないものを信じる心の働きが人間の精神生活にどんなに重要か、字を読むことと本を読

むことは違う等々、児童図書館員の先駆者としての経験と実践に基づいた内容に、自分でも

学ぶことの大切さを感じた。この本をきっかけに、「お話（ストーリーテリング）」の世界

の楽しさに出会った。今でも現役で活躍する著者の熱い思いを感じてみませんか。 

 

03 『地元な暮らし－後藤さん、今日はどちらへ？－』 

後藤 由紀子／著  大和出版  291.54 

沼津の雑貨店のオーナーが、沼津をはじめ三島、長泉など、“地元”の色々な場所やお店

等を紹介しながら、地元について語っています。行ったことのある場所のお話は、「うん、

そうそう！」と共感してしまいます。どこか遠くに旅行に行くのも楽しいのですが、この本

を読んで、近場の地元を再発見する旅に出てみたくなりました。 

 

04 『しあわせ間取り図鑑』 

建築知識編集部／編 エクスナレッジ 527.1 

間取りを徹底的に考えると、自分の生活スタイルに合った完璧な家に住めます。土地

が狭かろうが、高低差があろうが関係ありません。幸せな間取りを手に入れることによ

って、あなたの生活・家族の生活がもっと快適になります。そして笑顔が増えます。大人

の皆さん、間取りについて考えてみませんか？ 

 

05 『名水に名物あり』    サライ編集部／編  小学館  596.04 

水は人が生きていくのには欠かせないものです。日本には名水百選などのように各地

に良い水があり、人々の生活に恵みをもたらしています。 

この本では名水を使った「食」について紹介しています。そして、そ の地域の産物と名

水を使った食品を写真と文で構成されています。読んだ後には美味しいものを求めて旅

に出たくなるかもしれません。 

 

06 『山下清 作品集』     山下清／著 河出書房新社 723.1 ﾔﾏ 

「裸の大将」としてテレビや劇でも取り上げられた放浪の芸術家山下清の作品集。二十

年以上前のこと、私の小学生の息子が、山下清の劇を見て「僕は大きくなったら山下清

みたいになりたい。」と、手拭いを腰にぶら下げ、下駄を履いて堤防にたたずんでいたの

を見て、親としては何とも微妙な気持ちだったことを思い出す。貼絵で再現される風景

は色と細かさに圧倒されるが、優しい気持ちにさせてくれる。「今年の花火見物はどこ

に行こうかな」とつぶやいたのが最後の言葉となったそうだ。 

 

 

 

 

07 『世界の窓』 

ベルンハルト M.シュミッド／著 ピエ・ブックス 748 ｼﾕ 

私はなぜか子どもの頃から「窓」「扉」「道」の絵や写真が好きで、特に社会人になっ

たばかりの頃は、「窓」の写真にはまっていました。当時は残業続きで辛い毎日でした

が、ポストカードを集めて並べて眺めては癒されていました。後にイタリア旅行をした

際、蚤の市で窓のポストカードを物色していたら現地の方が一緒に探してくれてとても

嬉しかった。そんな私にとって、当時集めた窓も載っている、窓づくしのこの本は何度

眺めても飽きません。窓の向こうを想像してぼーっとするのも気分転換になりますよ。

同じ写真家の「世界のドア」「道のかなた」「世界の橋」等も素敵です。 

 

08 『金栗四三 消えたオリンピック走者』 

佐山和夫／著 潮出版社 782.3 ｶﾅ 

今年の大河ドラマの主人公です。日本人初のオリンピック選手となり箱根駅伝の開催

にも尽力した「日本マラソンの父」として有名です。小説ではありませんが分かりやす

く解説されています。ドラマの復習をしたい人におすすめです。 

 

09 『おとなを休もう』  石川文子／編 フロネーシス桜蔭社 908.3 ｵ 

小学生の時、こくごの「教科書」で読んだ物語、今でも覚えているものはいくつありま

すか？授業で隅から隅まで味わった物語、大人になった今、読み返してみませんか？そ

の当時の楽しい思い出がよみがえるかもしれません。小学校 3・4 年生の教科書で、昭

和 40 年から平成 14 年の間、採用頻度の高い作品など 20 作品が読めます。掲載作品

の原作は図書館にも所蔵していますので、合わせてご利用ください。巻末のリストは必

見です。 

 

10 『詩の本』         谷川俊太郎／著 集英社 911.56 ﾀﾆ 

  『詩の本』というタイトルは、「マンガでも小説でも株の買い方でもファッションでも

グルメでもない、詩と呼ばれるなんの役にも立たない言葉が印刷されている本ですよ、そ

れでも買ってくれるんですかと念を押したい気持ち」でつけたそうだ。なんの役にも立た

ないどころか、読む人の心を打つ言葉がたくさんつづられている。短い文をじっくり時間

をかけて味わいたい 1 冊。 

 

11 『SOS の猿』     伊坂幸太郎／著 中央公論新社 913.6 ｲｻｶ 

悪魔祓いの男、ひきこもり青年、株取引で多額の損害を会社に与えた男、そして

斉天大聖孫悟空？いったいどんな登場人物たちなの?事前の不安どおり読み進め

て行っても出口が見つかる様子はありません。作者の紡ぐ文章の洪水のなかでも

まれて、でも読み進めないわけにはいかないのです。 現代社会の闇、皆さんご存

知西遊記、縦糸と横糸が巧みに張り巡らされた物語には、「人は何のために生きる

のか」という永遠の課題へのやさしさが溢れています。読み終わったあと、えっ?

これって・・・と、二度読みしたくなります。 

 

12 『海の仙人』         絲山秋子／著 新潮社 913.6 ｲﾄ 

  敦賀半島の浜で勝男はファンタジーと初めて出会った。というか、ファンタジーが見え

たと言うほうが正しいかもしれない。 勝男の女友達、恋人、秘密、孤独…そして謎めいた

ファンタジーをめぐるロードムービー的物語。 個性的な登場人物たちは一筋縄ではいか

ないが妙にリアリティーを感じてしまうのは何故だろう。さらっと、一気に読めるのに行

間にはずっしりした切なさが漂う。そんな絲山ワールドをぜひお楽しみください。 

 

13 『ずっとあなたが好きでした』 

歌野晶午／著 文藝春秋 913.6 ｳﾀﾉ 

  推理小説やミステリーの印象が強い歌野晶午氏の恋愛小説。バラエティ豊かな 13 編の

短編小説ですが、読み進めていくと作者の隠したある仕掛けが…。思わずもう一度最初か

ら読み返してしまいました。ぜひ最後まで読んでほしい 1 冊です。 

 

14 『対話篇』          金城一紀／著 新潮社 913.6 ｶﾈｼ 

  3 作の中編小説集。『GO』で直木賞受賞時、著者は在日韓国人作家として文学界に新

風を吹き込んだ。作風も虐げられても強く生きる在日朝鮮人や民族学校を舞台にした作品

が多かったが、今作では生と死、恋愛を題材に描いた意欲作。 1 作目は筋金入りの不良

だった主人公は学校で中学 3 年生の二学期になるまで女とつきあってはいけない掟を破り

初めてデートする。その後、大学のクラスであだ名が透明人間の友人から彼の運命と忘れ

られない恋愛について聞くことになる。コミカルに描かれているが内容は深刻で印象的。 

3 作中、2 作は映画化された。 

 

 



15 『みかんとひよどり』 近藤 史恵／著 KADOKAWA 913.6 ｺﾝﾄ 

  腕はいいのにうまくいかないシェフ潮田と、世間から距離を置く孤独な猟師大高が、狩

猟と料理を通して徐々に絆を深めていく話です。しかし、この小説を一番特徴づけている

ものは「ジビエ料理」ではないかと思います。ジビエ料理は、日本人にはあまり馴染みがな

いと思いますが、自然に生きている動物の捕獲から人の口に入るまでを、それぞれの料理

ごとに興味深く描いています。私自身、苦手意識のあったジビエにも、料理といった一面

からだけでなく興味を覚えさせてくれる小説でした。もちろん登場人物たちも魅力的です。 

 

1６『豹頭の仮面 他 グインサーガシリーズ』 

栗本薫 ／他 早川書房 B913.6 ｸﾘﾓ 

長編ヒロイックファンタジーの世界に浸ってみませんか。架空の世界を舞台に王家の血

を引くリンダとレムスの幼い双子の姉弟が、豹頭の戦士グインに危機を救われるところか

ら始まるこの物語は、今から 40 年前の 1979 年に第 1 巻が発行されました。私がこの本

（物語）を初めて手に取ったのは高校生の時、100 巻まで続く長編小説を目指すとうたわ

れていた中で、当時はようやく 10 巻目を迎えたくらいで、「ほんとに 100 巻まで続けら

れるの？」という疑いの念を持ちつつ、続きの巻の発売を心待ちにしたものでした。その後

も巻数を重ね、2005 年には 100 巻目が発刊されました。物語はなおも続いていきました

が、2009 年に著者の栗本薫さんが亡くなられてしまい、物語は 130 巻目の半ばで《未

完》のまま一旦終わってしまいました。しかし、その後、続編プロジェクトが立ち上がり、

複数の作家により書き続けられ、現在 145 巻を数えるまでになっています。果たしてどこ

まで続くのでしょうか。グインサーガシリーズは、外伝も含め全巻図書館にそろっています

から、一気に読み進めることができます。まだ読んでいない方、ぜひどうぞ。 

 

17 『余命 10 年』        小坂流加／著 文芸社 B913 ｺｻｶ 

もしある日突然余命 10 年と宣告されたら…今生きていることと、一番大切な

家族の有難さに感謝し、残りの人生を大事に生きたいと思う。自分一人で生きてい

るのでなく、周囲の人に支えられながら人生を送っているということを実感する

一冊です。今、皆さんに何が一番大切なのか、自分の人生に悔いのないように日々

を送っているのか、この本を読んで考えてみませんか？ 

 

18 『隠蔽捜査』          今野敏／著 新潮社 913.6 ｺﾝﾉ 

  家族の不祥事のせいで、警察庁の総務課長から大森署の署長へと左遷されてしまった竜

崎伸也。正しいことを行うのは難しい―。周りから、変人と呼ばれる主人公の性格と信念

に爽快さを感じる警察小説です。幼馴染の刑事部長、これから登場する大森署の部下たち

の活躍も必見です。現在シリーズで 9 冊出ているので読みごたえがあります。 

 

19 『叫びと祈り』       梓崎優／著 東京創元社 913.6 ｼｻｷ 

世界中を飛び回る主人公が遭遇する４つの事件と美しいラスト。それぞれの地域の慣習

や歴史、厚い信仰心や価値観によって事件が引き起こされ、日本では考えられないような動

機とトリックに、あっと驚かされる。そして、その美しい文章にいつの間にか引き込まれ、

旅人の気分が味わえる。ミステリーとして、５つで一つの物語として、紀行文としての魅力

が詰まった欲張りな作品。 

 

20 『強運の持ち主』      瀬尾まいこ／著 文藝春秋 913.6 ｾｵ 

ショッピングセンターの片隅で占い師をやっている元OLのルイーズ。何かに悩んだ時、

人は誰かに背中を押してもらいたいと思い、占い師を訪ねてくる。占いが当たるかどうかは

別として、最後に決めるのは自分自身だけど、一生懸命相談にのってくれるルイーズの優し

さがとてもほっこりと感じられる物語です。４つの短編集になっているので読みやすいで

す。 

 

21 『ツナグ』          辻村深月／著 新潮社 913.6 ﾂｼﾑ 

  生きている人間と死者をつなぐ存在、使者＝ツナグ。 もう二度と会えないはずの死者

に再会できるのは、一生に一度だけ。また死者にとっても、死後生きている人間に再会で

きるのは一度だけ。生者も死者も、何を願い、誰を選ぶのか…。 ツナグが結びつける生者

と死者の物語は、時に幸せを、時に残酷をもたらす。 あなたなら、誰に会いたいですか？ 

 

22 『神様のカルテ』       夏川草介／著 小学館 913.6 ﾅﾂｶ 

 「この世に神様はいない。けれど、こんなに優しい医者がいる」 

24 時間 365 日開業の地方病院の医師・栗原一止が主人公。敬愛する漱石の著書を持ちな

がら、毎日の激務をこなしている古風な人物ですが、患者に対する姿勢は読んでいてじんわ

りとくるものがあります。他の登場人物も味があって面白いですが、とにかくみんなが優し

い。読み終わった時、胸がほっこりする物語です。 著者も現役の地方の医師。文才も同時

に持ち合わせているとは、羨ましい限りです。シリーズで現在は全 5 巻です。 

23 『天に星 地に花』      帚木蓬生／著 集英社 913.6 ﾊﾊｷ 

  幕府に翻弄される庄屋、圧政に苦しむ百姓、身命を賭して民を守る名君。自らの病をき

っかけに医師の道を志す大庄屋の次男が成長していく姿を通して、筑後平野に息づく、さ

まざまな人生の哀歓が描かれています。医学の進歩、食の大切さ、心の豊かさを痛感する

一冊です。 

 

24 『ジヴェルニーの食卓』    原田マハ／著 集英社 913.6 ﾊﾗﾀ 

  マティス、ドガ、セザンヌ、モネ。印象派 4 人の画家を身近で見つめ続けてきた女性た

ちが彼らの人生を語っています。史実に基づいたフィクションですが、巨匠たちの生活と

作品が瑞々しく描かれており、小説というよりも絵画本を観てるような作品です。家政婦・

マリアがマティスに抱いた『恋愛感情とも尊敬とも違う、もっと大きな人間的な愛情』。彩

り豊かな文章でこの美しい愛情に触れてみてください。 

 

25 『楽園のカンヴァス』     原田マハ／著 新潮社 913.6 ﾊﾗﾀ 

この小説は、アンリ・ルソーの絵画「夢」を題材としており、伝説のコレクター秘蔵のル

ソー作品を世界最高の研究者である二人が真贋判断を競うというアートミステリーです。

この小説を通じて、ルソーの生い立ち、ピカソやアポリネールといった巨匠たちとの交流、

ルソーの絵画に対する当時の評価等、近代美術史について触れることができ、今後ルソーの

作品を鑑賞する上での新たな視点を与えてくれます。美術館や芸術が好きな方におすすめ

したい一冊です。 

 

26 『楽しく百歳、元気のコツ』吉沢久子／著 新日本新聞社 914.6 ﾖｼ 

読者に「100 歳、老いることは決して悪いことじゃない。」と思わせてくれる一冊です。

ページをめくるごとに勇気を与えてくれる言葉「今日を一番いい日にする。小さなことにも

喜びを感じ、周りの人に感謝しながら、日々しあわせ気分を大切にする。これまで自分が過

ごしてきた時間に自信を持つことは、今の自分を大事にするためにも、とても大切なこと。

ささやかな幸せを大切に自立した人間としていきたい。」が次々にあふれます。 

 

27 『比類なきジーヴス』P・G・ウッドハウス／著 国書刊行会 933 ｳﾂ 

おまぬけでお人よしの若い紳士バーティーと、あらゆるトラブルも解決し雇い主を救出

するやり手の執事ジーヴス。この 2 人の織り成す痛快ドタバタコメディ短編集です。一筋

縄でいかないジーヴスの性格が最高です。何も考えずのんびりしたいときにお勧めします。

上皇后美智子様が公務を離れたら読みたい本とおっしゃった事で話題になった本です。 

 

28 『謎のクィン氏』アガサ・クリスティー／著 嵯峨静江／訳 早川書房 

  アガサ・クリスティーと聞いて思い浮かべる探偵は、口ひげが特徴的な「ポアロ」か、

編み物の得意な「ミス・マープル」、それとも「おしどり探偵」の二人でしょうか？こちら

の作品で活躍する探偵は、彼らではなく、「ハーリ・クィン」という男性です。語り手の他

人のドラマを観察するのが好きな初老の男性サターウェイト氏ですらその正体が見抜けな

い、そんな不思議なクィン氏が事件を解くこの連作短編集は、恋愛小説家としても活躍し

たミステリの女王、クリスティーの 2 つの魅力が味わえる幻想的な雰囲気の作品です。 

 

29 『ヒロインズ』 ケイト・ザンブレノ／著 西山敦子／訳 C.I.P.Books 

「ミューズ」と呼ばれた女性たちの苦悩が描かれます。他の本と比べようがないような斬新

な表現方法で、昨年、出版されると同時に大変な話題を呼んだ１冊です。とはいえ、一般的

なベストセラーとは違い、大掛かりな宣伝がされた訳ではないので目にする機会がなかっ

た方も多いかもしれません。訳者の西山さんと C.I.P.Books は三島市内で活発に活動され

ており、この本の出版は温め続けられた企画でした。 

 

30 『変身』     カフカ／著 高橋 義孝／訳 新潮社 B 943 ｶﾌ 

グレーゴル・ザムザはある朝、目をさますと自分が巨大な虫に変わっていることに気がつ

く。それを見た家族はパニックを起こし、父親からは部屋へ追い返され閉じ込められてしま

う。なぜ自分が虫になってしまったのか、わからないままザムザは部屋に引きこもり日々は

過ぎていく。 今から１００年ほど前に書かれた小説だが古さはなく、現代社会にも通じる

ところのある名作。「虫」とはなんのことだったのか考えてしまう一冊。 

 

31 『春の嵐』ヘルマン・ヘッセ／著 高橋健二／訳 新潮社 B 943.7 ﾍﾂ 

  第 1 章の冒頭から、この作品の魅力を余すとこなく味わいたくなる文章が出てくる。

『私の一生の最も不幸なときでも、それを捨ててしまうことは、すべての楽しかったとき

を捨てるよりも、つらく思われるのだから。』作曲家として自立を目指す主人公のクーン

と、オペラ歌手のムオト、永遠の憧れの女性ゲルトルートを中心に、青春時代からその終

わりまでを静かな情熱で読ませます。ヘッセの自然描写や登場人物の心の揺れの表現力な

ど、再読するたびに、新しい発見があります。 


